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広
島
県
福
山
市
に
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
世
に
問
う
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。
第
2
次
世
界

大
戦
を
通
じ
て
、
組
織
的
に
人
道
を
無
視

し
た
悲
惨
な
事
件
は
、
す
で
に
「
ア
ン
ネ

の
日
記
」
や
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
」

な
ど
を
通
じ
て
、
世
界
中
に
紹
介
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館

は
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
開
館
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
戦
後
50
年
。
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
解
放
50
年
。
ま

た
ア
ン
ネ
の
日
記
で
知
ら
れ
る
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
没
後
50
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

し
た
。
開
館
以
来
、
各
地
か
ら
子
ど
も

た
ち
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
（
ナ
チ
ス
に
よ
る
大
虐
殺
）
の

歴
史
を
具
体
的
に
知
り
、
そ
れ
を
通
し
た

平
和
の
学
び
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
10
月
に
は
、
新
し
い
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
記
念
館
が
開
館
さ
れ
、
面
積
も

大
き
く
な
り
、
展
示
内
容
も
充
実
し
ま
し

た
。
こ
こ
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
、歴
史
を
学
び
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
・
世
界
づ
く
り

に
向
か
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
で

  
「
差
別
」
と
「
偏
見
」
に
つ
い
て
考
え
る

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
伝
統

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
誕

生
の
頃
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教

徒
と
の
間
に
宗
教
上
の
確
執
が
生
ま
れ
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
が

誕
生
す
る
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
就
業
面
な

ど
の
制
限
を
受
け
る
な
ど
、
民
族
的
対
立

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

改
宗
を
拒
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
が
ス
ペ
イ
ン

か
ら
追
放
さ
れ
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
居
住
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
強
制
的
隔
離
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
５
１
６
年
に

は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
最
初
の
ゲ
ッ
ト
ー
（
ユ

ダ
ヤ
人
の
強
制
居
住
区
）
が
作
ら
れ
ま
し

た
。ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
政
権

下
で
行
わ
れ
た
こ
と

　

１
９
３
３
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で

続
い
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
政
権
下
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
た
だ
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
だ

け
で
６
０
０
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
未
来
に
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
１
５
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
も

い
ま
し
た
。

　

初
め
ド
イ
ツ
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
（
56
万

人
）
を
国
外
追
放
と
い
う
方
法
で
、
対
処

し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
併
合
、
チ
ェ
コ
分
割
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

侵
攻
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
占

領
と
、戦
争
の
進
行
と
占
領
地
の
拡
大
で
、

関
係
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
数
は
膨
大
に
な
り

ま
し
た
。

　

追
放
政
策
の
破
綻
か
ら
隔
離
へ
、
そ
し

て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
絶
滅
収
容
所
に
代

表
さ
れ
る
人
権
を
無
視
し
た
大
量
虐
殺
が

実
行
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た

日
本
人　

杉
原
千ち

畝う
ね

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の

カ
ナ
ウ
ス
に
領
事
と
し
て
駐
在
し
て
い
た

杉
原
千
畝
は
、
１
９
４
０
年
8
月
31
日
の

領
事
館
閉
鎖
期
限
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間

の
な
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
脱
出
し
て
来

た
６
０
０
０
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
、
日
本
へ

の
通
過
ビ
ザ
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

杉
原
千
畝
が
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
（
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
秘
密
国
家
警
察
）
の
危
険
を
冒
し

て
発
給
し
た「
６
０
０
０
人
の
命
の
ビ
ザ
」

に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
人
々
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
1
月
に

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
よ
り
「
諸
国
民
の
中
の

正
義
の
人
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

何
を
学
ぶ
か

　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
を
訪
れ
、
長
い

伝
統
社
会
に
起
因
す
る
民
族
、
人
種
、
宗

教
と
い
う
「
差
別
」
と
「
偏
見
」
の
な
か
で
、

た
だ
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
大

虐
殺
を
受
け
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
理
不
尽
で
重
大
な
過
ち
を

政
府
が
犯
す
と
き
、
こ
れ
を
国
民
が
認
め

た
形
に
な
っ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
を
生
ん
だ
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
民
族
、
人
種
、
宗

教
、
性
別
、
出
身
、
文
化
、
習
慣
、
思
想
、

信
条
、
学
歴
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
人

権
を
大
切
に
し
、
護
り
、
尊
重
す
る
こ
と

が
重
要
な
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。
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